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梨 梨 シーズン  真っ盛り!!シーズン  真っ盛り!!

月
10
日
（
木
）、
西
部
営
農
セ

ン
タ
ー
に
て
第
38
回
は
る
な

の
ナ
シ
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

先
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
た
梨
の
品
評

会
で
の
品
種
は
主
に
幸
水
が
対
象
で
し

た
が
、
榛
名
地
区
で
は
栽
培
技
術
の
向

上
と
消
費
拡
大
の
た
め
、
8
月
下
旬
か

ら
旬
の
梨
と
な
る
「
豊
水
」
と
「
20
世

紀
」、
昨
年
か
ら
品
評
会
に
加
わ
っ
た
、

〝榛し
ん

品ひ
ん

種し
ゅ

〟
と
し
て
「
あ
き
づ
き
」
と

「
南
水
」
も
対

象
と
し
て
品
評

会
を
開
催
。
近

年
、
品
種
の
増

加
と
好
み
の
多

様
化
も
あ
る
な

か
で
「
あ
き
づ

き
」
は
果
汁
が

豊
富
で
み
ず
み

ず
し
く
、「
南

水
」
は
糖
度
が

高
く
シ
ャ
リ
っ

月
８
日
に
、
群
馬
テ
レ
ビ
の

番
組
「
Ｊ
Ａ
み
ど
り
の
風
」

の
収
録
が
、
下

里
見
町
管
内

で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回

の
テ
ー
マ
は

「
シ
ャ
リ
ッ
！ 

パ
リ
ッ
！ 

ゴ

ク
ッ
！　

旬
を

迎
え
た
里
見
の

味
」。
高
崎
市
下
里
見
町
の
様
々
な
農

園
や
直
売
所
へ
赴
き
、
梨
や
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
な

ど
の
榛
名
の
果

物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

中
島
一
行
さ

ん
の
「
中
島
農

園
」
と
富
沢
貴

洋
さ
ん
の
直
売

所
「
カ
ネ
カ
果

樹
園
」
と
で
撮

影
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
中
島

農
園
」
で
は
里

見
地
区
の
梨
に

ま
つ
わ
る
歴
史

や
里
東
果
実
部

の
活
動
に
つ
い

て
、「
カ
ネ
カ

果
樹
園
」
で
は

梨
や
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
栽
培
方

法
や
販
売
方
法
を
確
認
。
小
林
リ
ポ
ー

タ
ー
が
収
穫
体
験
や
味
見
を
し
な
が
ら

の
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。

富
沢
年
行
さ
ん
と
娘
の
真
嬉
さ
ん
の

梨
園
と
直
売
所
で
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
群
馬
テ
レ
ビ
の
小
林
リ
ポ
ー
タ
ー

が
梨
の
ス
ム
ー
ジ
ー
を
試
食
。
さ
っ
ぱ

り
と
し
た
味
わ
い
の
中
に
し
っ
か
り
と

梨
の
甘
み
が
あ
り
、
笑
顔
で
「
美
味
し

い
！
」を
連
呼
。
富
沢
真
嬉
さ
ん
は「
果

物
の
フ
ー
ド
ロ
ス
を
少
し
で
も
な
く
そ

う
と
６
次
産
業
化
を
決
意
。
皆
様
に
喜

ば
れ
る
商
品
を
開
発
し
た
い
。」
と
話

し
ま
す
。

番
組
は
９
月
21
日
の
21
時
か
ら
（
再

放
送
９
月
27
日
８
時
）
放
送
さ
れ
ま
し

た
。

Ａ
は
ぐ
く
み
久
留
馬
選
果
場
梨

部
は
８
月
27
日
か
ら
豊
水
、９

月
３
日
か
ら
秋
月
、４
日
か
ら
二
十
世
紀

の
選
果
を
始
め
ま
し
た
。今
年
の
梨
は
、

天
候
に
も
恵
ま

れ
順
調
に
生
育
し

て
、玉
伸
び
が
良

く
肥
大
傾
向
。久

留
馬
選
果
場
で
は

光
セ
ン
サ
ー
を
通

し
て
出
荷
さ
れ
、

味
や
品
質
に
は
自
信
を
持
ち
ま
す
。併

設
さ
れ
た
久
留
馬
直
売
所
で
は
、豊
水

を
メ
イ
ン
に
し
て
、秋
月
、二
十
世
紀
な

ど
多
く
の
梨
が
店
頭
に
並
び
、毎
日
、お

客
様
が
多
く
来
店
さ
れ
て
い
ま
す
。

𠮷
田
清
隆
部
長
は
「
幸
水
の
選
果
が

順
調
に
終
了
し
、
こ
れ
か
ら
様
々
な
種

類
の
梨
を
選
果
す
る
。
部
員
や
パ
ー
ト

全
員
で
協
力
し
て
お
客
様
に
喜
ば
れ
る

梨
を
直
売
所
や
市
場
へ
出
荷
し
て
い
き

た
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

９

９

ＪＡみどりの風
収録
旬を迎えた
里見の味

品種豊かに
はるなのナシ
品評会開催

▲梨の品種を説明する中島さん

▲豊水を光センサーへかけて出荷

▲ずらりと並んだ特別賞

▲小林リポーターとともに富沢さん親子

▲シャインマスカット園を案内する富沢さん

はぐくみNEWS
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⃝

県
園
芸
協
会
長
賞

　

日
野
原
邦
夫
（
里
見
梨
部
）

【
二
十
世
紀
の
部
】

⃝

群
馬
県
知
事
賞

　

乾　
　

浩
彰
（
里
見
梨
部
）

⃝

高
崎
市
長
賞

　

星
野　

春
美
（
里
見
梨
部
）

⃝

高
崎
市
議
会
議
長
賞

　

富
沢　
　

茂
（
里
東
果
実
部
）

⃝

県
西
部
農
業
事
務
所
長
賞

　

中
島　

一
行
（
里
東
果
実
部
）

⃝

は
ぐ
く
み
農
協
代
表
理
事
理
事
長
賞

　

富
岡　

光
行
（
里
東
果
実
部
）

⃝
県
農
業
共
済
組
合
組
合
長
理
事
賞

　

小
板
橋
勝
弥
（
里
東
果
実
部
）

⃝

県
園
芸
協
会
長
賞

　

富
岡　

和
子
（
里
東
果
実
部
）

【
榛
品
種
の
部
】

⃝

高
崎
市
長
賞

　

松
田　
　

健
（
あ
き
づ
き
・
里
東
果
実
部
）

⃝

高
崎
市
議
会
議
長
賞

　

富
岡　

幸
次
（
南
水
・
里
東
果
実
部
）

⃝

県
西
部
農
業
事
務
所
長
賞

　

岸　

美
和
子

（
あ
き
づ
き
・
久
留
馬
梨
部
）

⃝

は
ぐ
く
み
農
協
代
表
理
事
理
事
長
賞

　

乾　
　
　

歩（
あ
き
づ
き
・
里
見
梨
部
）

⃝

県
農
業
共
済
組
合
組
合
長
理
事
賞

　

富
岡　

光
行
（
南
水
・
里
東
果
実
部
）

⃝

県
園
芸
協
会
長
賞

　

小
板
橋
勝
弥

（
あ
き
づ
き
・
里
東
果
実
部
）

はぐくみNEWS

多くの種類を審査する審査員多くの種類を審査する審査員▶▶

と
し
た
食
感
が
特
徴
で

す
。今

回
は
全
部
で
80
点
の

出
品
、
西
部
農
業
事
務
所

担
い
手
・
園
芸
課
の
職
員

4
名
が
審
査
員
と
な
り
、

品
質
・
外
観
・
形
状
・
糖

度
な
ど
を
確
認
。
原
澤
幸

二
審
査
長
は
、「
は
る
な

の
ナ
シ
は
品
質
が
良
く
農

家
の
技
術
の
高
さ
を
感
じ

る
品
評
会
と
な
っ
た
。」
講
評
し
ま
し

た
。結

果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
豊
水
の
部
】

⃝

群
馬
県
知
事
賞

　

伊
藤　

政
美
（
久
留
馬
梨
部
）

⃝

高
崎
市
長
賞

　

富
岡　

幸
次
（
里
東
果
実
部
）

⃝

高
崎
市
議
会
議
長
賞

　

清
水　
　

忍
（
久
留
馬
梨
部
）

⃝

県
西
部
農
業
事
務
所
長
賞

　

𠮷
田　

大
輔
（
久
留
馬
梨
部
）

⃝

は
ぐ
く
み
農
協
代
表
理
事
理
事
長
賞

　
五
十
嵐　

純
（
久
留
馬
梨
部
）

⃝

県
農
業
共
済
組
合
組
合
長
理
事
賞

　

倉
橋　

英
雄
（
里
見
梨
部
）

行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
管
内
の
出
品
者
の
結

果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

⃝

群
馬
県
知
事
賞　
　
　

後
閑
喜
久
画

⃝

県
議
会
議
長
賞　
　
　

𠮷
田　

大
輔

⃝
�

県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
代
表
理
事

会
長
賞　
　
　
　
　
　

乾　
　

浩
彰

⃝

全
農
県
本
部
運
営
委
員
会
長
賞

　

清
水　
　

忍

⃝

県
農
業
会
議
会
長
賞　
岸　

美
和
子

⃝

上
毛
新
聞
社
賞　
　
　

中
島　

一
行

⃝

群
馬
テ
レ
ビ
賞　
　
　

富
岡　

光
行

⃝

全
国
果
樹
研
究
連
合
会
長
賞

　

富
沢　

貴
洋

⃝

県
果
実
会
長
賞　
　
　

富
沢　

年
行

第４５回
群馬県
なし品評会
開催

▲にぎわう直売会にぎわう直売会

馬
県
園
芸
協
会
は
８
月
20
日
、

群
馬
県
庁
１
階
県
民
ホ
ー
ル

で
第
45
回
群
馬
県
な
し
品
評
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
10
時
よ
り
来
庁

者
に
直
売
も
行
わ
れ
多
く
の
お
客
様
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
品
評
会
で
は
、
榛

名
地
区
か
ら
出
品
の
ほ
か
、
高
崎
市
や

前
橋
市
か
ら
82
点
が
出
品
。
品
種
は
幸

水
を
中
心
に
出
展
さ
れ
、
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
や
全
農
ぐ
ん
ま
担
当
者
８
名
が

審
査
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
形
状
・
外

観
・
品
質
（
大
き
さ
・
着
色
・
糖
度
・

食
味
な
ど
）
に
わ
た
り
厳
密
に
審
査
を

群

3 JAはぐくみ



る
な
梅
部
会
は
８
月
25
日

（
火
）
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
で
、

み
さ
と
梅
部
会
は
９
月
10
日
（
木
）
東

部
営
農
セ
ン
タ
ー
み
さ
と
ホ
ー
ル
で
、

令
和
８
年
の
梅
の
出
荷
報
告
や
実
績
検

討
の
会
議
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し

た
。
担
当
者
か
ら
は
、「
今
年
の
梅
は
、

主
力
産
地
が
雹
や
台
風
被
害
な
ど
で
不

作
の
中
、
群
馬
県
で
は
大
き
な
自
然
災

害
が
な
く
、
降
雨
も
あ
っ
た
た
め
、
梅

自
体
の
品
質
は
良
く
、
市
場
単
価
は

高
値
で
維
持
し
た
。」
と
説
明
。
と
く

に
「
箕
郷
地
区
で
は
、
令
和
に
入
っ
て

一
番
の
収
量
と
な
り
、
不
作
が
続
く
主

力
産
地
に
代
わ
り
、
榛
名
・
箕
郷
地
域

の
梅
が
、
全
国
的
に
期
待
さ
れ
る
だ
ろ

う
。」
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

９
月
に
入
り
天
候
が
悪
く
、
病
害
虫

防
除
が
遅
れ
気
味
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ほ
場
管
理
に
努
め
て
も
ら
う
よ
う
部

会
長
や
担
当
者
が
呼
び
か
け
ま
し
た
。

今年の
梅の出荷を
総括

▲挨拶する中島金作部会長挨拶する中島金作部会長

▲挨拶をする中里明義部会長挨拶をする中里明義部会長

▲梨試食を楽しむ人たち▲梨試食を楽しむ人たち

は

月
12
日
、
榛
名
文
化
会
館
エ

コ
ー
ル
前
庭
で
「
第
37
回
は

る
な
の
梨
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
く
も
り
模
様
で
、
過
ご

し
や
す
く
来
店
さ
れ
た
方
も
ス
タ
ッ
フ

も
快
適
な
一
日
。
会
場
で
は
、
梨
「
豊

水
」
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
や
直
売
に
長
者

の
列
。
今
年
は
、
自
然
災
害
も
少
な

く
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
優
良
な
梨
が

そ
ろ
い
ま
し
た
。

当
イ
ベ
ン
ト
は
「
は
る
な
の
梨
ま
つ

り
実
行
委
員
会
」
と
し
て
高
崎
市
、
は

る
な
果
樹
振
興
協
議
会
、
榛
名
観
光
協

会
、
Ｊ
Ａ
、
榛
名
湖
温
泉
ゆ
う
す
げ
が

協
力
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。
地

域
農
業
の
振
興
と
、
消
費
者
と
の
ふ
れ

あ
い
を
目
的
と
し
て
、
37
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

榛
名
太
鼓
や
梨
の
皮
む
き
大
会
な
ど

イ
ベ
ン
ト
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
大
集

結
。
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し

た
。

９ イベント
たくさん！

「第37回はるな
の梨まつり」
開催

▲榛名太鼓▲榛名太鼓

はぐくみNEWS
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Ａ
は
ぐ
く
み

は
９
月
19
日
、

西
部
営
農
セ
ン
タ
ー

で
、
農
機
具
展
示
会
を

開
き
ま
し
た
。

今
年
か
ら
Ｊ
Ａ
ビ
ル

で
開
催
さ
れ
る
ア
グ
リ

マ
シ
ン
フ
ェ
ア
が
12
月

開
催
と
な
っ
た
た
め
時

期
を
ず
ら
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、

１
１
１
人
が
来
場
。

会
場
で
は
、
Ｊ
Ａ
職

員
や
各
農
機
具
メ
ー

カ
ー
担
当
者
な
ど
が
巡

回
し
、
展
示
農
機
具
の

使
用
方
法
や
ほ
場
に
適

し
た
選
び
方
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
相
談
ブ
ー
ス

を
会
場
内
に
設
置
し
、

地
域
農
業
の
担
い
手
に

出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当
者
（
愛
称
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
や

融
資
担
当
者
が
個
別
相
談
に
対
応
。
総
合

的
な
営
農
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

来
場
者
に
は
記
念
品
の
ほ
か
に
梅

ジ
ュ
ー
ス
と
当
管
内
の
お
米
を
利
用
し
た

ポ
ン
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。「
と
て
も
懐

か
し
く
美
味
し
い
。」
と
好
評
を
博
し
ま

し
た
。

　

同
展
示
会
は
、農
機
具
の
展
示
販
売
を

Ｊ
Ａ
職
員
、農
機
具
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者

な
ど
を
通
じ
て
行
い
、組
合
員
と
の
交
流

や
長
期
利
用
に
向
け
た
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
な
ど
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。

農機具展示会
開催
組合員と
対話し提案

▲展示されている農機具に見入る来場者展示されている農機具に見入る来場者

Ｊ

Ａ
は
ぐ
く
み

年
金
友
の
会

は
９
月
17
日
、「
Ｊ
Ａ

は
ぐ
く
み
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
高
崎
市

上
室
田
町
の
榛
名
ふ
れ
あ
い
公

園
・
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
各
支

部
か
ら
計
15
チ
ー
ム
77
人
が
参

加
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
ま
し
た
。
結
果
、

箕
郷
支
部
の「
み
さ
と
１
」チ
ー

ム
が
見
事
優
勝
。
昨
年
度
の
優

勝
チ
ー
ム
「
榛
名
フ
ル
ー
ツ
ラ

イ
ン
」
チ
ー
ム
の
３
連
覇
を
阻

止
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
会
員
相
互
の
親

睦
と
健
康
増
進
を
目
的
に
20
年

以
上
前
よ
り
開
催
し
て
い
る
恒

例
行
事
で
す
。
大
会
当
日
は
、

前
日
予
定
日
が
雨
の
た
め
順
延
し
て
実

施
。
過
ご
し
や
す
い
気
温
の
中
、
皆
さ

ん
楽
し
く
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。　
　

今
大
会
の
団
体
上
位
２
チ
ー
ム
は
、

10
月
22
日
に
開
催
さ
れ
る
「
群
馬
県
年

金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

に
は
ぐ
く
み
管
内
の
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。

大
会
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◆
団
体
の
部

優　
勝　
み
さ
と
1
チ
ー
ム（
写
真
上
）

準
優
勝　

�

榛
名
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
チ
ー
ム

（
写
真
右
下
）

第
３
位　
下
町
東
チ
ー
ム

◆
個
人
の
部

優　
勝　
櫻
井　

成
一

準
優
勝　
関　
　

政
弘

第
３
位　
中
里
見
和
弘

Ｊ ＪＡはぐくみ
グラウンドゴルフ
大会開催

◀◀みさと１チームみさと１チーム

▲榛名フルーツラインチーム▲榛名フルーツラインチーム
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西部農業事務所 担い手・園芸課
Agriculture

第

回

お問い合わせはこちらまで… 027-321-3600

288

①�流動資産（自由に使える資産）の増加：経営の安

全性が高まっていることを示しています。

②�流動負債（すぐに返さなければならない負債）の
減少：流動資産が大きくなり、流動負債が減少し

ていることから、経営の安全性が高まっているこ

とを示しています。

③資本の増加：経営の成果が年々資本を増加させ、

発展していることがわかります。負債と資本の割合

を比べ、年々、資本の比率が上がっている状態は、

経営安定に向かっている指標になります。

■最後に
簿記は目的でなく、「経営分析の手段」として考え、

取り組むことで、経営の発展に繋げましょう。

西部農業事務所では、「複式簿記を一から学びた

い」、「自身で記帳を行いたい」という方を対象に、

全７回の複式簿記入門講座を開催します。ご興味の

ある方はぜひご参加ください。

■複式簿記の記帳を始めよう
農業経営は、「計画を立て、実行し、その結果を

見直しながら経営改善につなげていく」、いわゆる

PDCAサイクルが大切です。その基礎となるのが複

式簿記です。複式簿記による記帳は、税務申告の基

礎資料となるだけでなく、自らの経営を見つめ直し、

経営判断に役立てることができます。

■経営を捉えるのは複式簿記
複式簿記では、収入と支出の記録（損益計算書）

と同時に、財産の増減も記録し、貸借対照表を作成

します。これにより、経営成績だけでなく財産の状

況も含めて、自らの経営実態を把握することができ

ます。例えば、「肥料費１万円」「野菜売上２万円」

と記帳しただけでは収支計算しかできず、損益計算

書のみが作成されます。しかし、肥料を現金で購入

した場合は、①「現金」が減少するとともに、②肥

料費が発生します。また、売上が預金口座に入金さ

れた場合は、①収益が発生するとともに、②「預金」

が増加します。このように、すべての取引には二面

性があります。その両面を記帳し、貸借対照表を作

成することで、財産の状況を把握できるようになる

のが複式簿記です。 

■貸借対照表とは
一定時点における資産、負債、資本（純資産）の

状況を表したものであり、「資産＝負債＋資本」と

いう貸借対照表等式が成り立ちます。貸借対照表

は、現在の財産の状況やこれまでの経営の積み重ね

を示すものであり、経営の成績表といえます。

■経営分析に活用する
経営分析は、財務内容がどう変化したかを見るた

め、時系列比較がポイントになります。

右の図は、３カ年を比較した貸借対照表になりま

す。ここから次の３つのことがわかります。

流動
負債
３０

固定
負債
６０

合計
１７０

資本
８０

１年目

流動
資産
３０

固定
資産
７０

合計
１００

流動
負債
５０

固定
負債
３０

合計
１００

資本
２０

２年目

流動
資産
５０

固定
資産
８０

合計
１３０

流動
負債
４０

固定
負債
５０

合計
１３０

資本
４０

３年目

流動
資産
８０

固定
資産
９０

合計
１７０

図　３カ年の貸借対照表

複式簿記を使いこなしましょう！
～貸借対照表から経営を見る～ 
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年
３
月
19
日
（
金
）
～
９
月
26
日
（
日
）

に
神
奈
川
県
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
る
国
際

園
芸
博
覧
会
で
す
。

会
場
で
は
、
１
０
０
０
万
株
を
超
え
る

圧
倒
的
な
花
や
緑
、
庭
園
文
化
に
触
れ
ら

れ
る
だ
け
で
な
く
、
気
候
変
動
や
生
物
多

様
性
の
保
全
、
食
と
農
業
の
未
来
と
い
っ
た

地
球
規
模
の
課
題
に
つ
い
て
も
、
体
験
型
の

展
示
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
様
も
ぜ
ひ
、
会
場
に
足
を
運
ば
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
７

年
国
際
園
芸
博
覧
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
西
部
農
業
事
務
所　

担
い
手
・
園
芸
課

園
芸
係　

赤
穗　

瑞
季
）

西
部
地
域
の
花
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

１
．
は
じ
め
に

群
馬
県
西
部
地
域
は
パ
ン
ジ
ー･

ビ
オ
ラ

を
は
じ
め
と
し
た
花
壇
苗
生
産
が
盛
ん
で
す
。

秋
に
な
る
と
そ
れ
ら
の
出
荷
が
始
ま

り
、
店
頭
に
は
色
と
り
ど
り
の
花
が
並
び

ま
す
。
こ
れ
ら
の
花
は
寒
い
季
節
で
も
長

く
楽
し
め
る
た
め
、
冬
の
庭
や
玄
関
先
を

明
る
く
彩
る
人
気
の
花
で
す
。

ま
た
、
近
年
は
個
性
的
な
色
や
形
を
持

つ
品
種
も
増
え
、
選
ぶ
楽
し
み
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
花
を
購
入
後

の
管
理
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

２
．
パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
の
魅
力

①
植
え
付
け

パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
は
涼
し
い
気
温
を
好

む
た
め
、
朝
晩
の
気
温
が
10
℃
以
下
に
な
っ

た
頃
が
植
付
け
の
適
期
で
す
。
日
当
た
り

と
風
通
し
の
良
い
場
所
に
植
え
ま
し
ょ
う
。

ポ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
た
際
、
土
が
見

え
な
い
ほ
ど
根
が
張
っ
て
い
る
場
合
は
、

下
半
分
の
根
を
軽
く
ほ
ぐ
し
て
か
ら
植
え

付
け
る
と
、
そ
の
後
の
生
育
が
良
く
な
り

ま
す
（
写
真
１
）。

②
水
管
理
と
肥
料

植
え
付
け
後
は
た
っ
ぷ
り
と
水
を
与
え

写真１　根をほぐす様子

ま
す
。
庭
植
え
の
場
合
は
、
株
が
根
付
く

ま
で
は
土
の
表
面
が
乾
い
た
ら
水
や
り
を
行

い
、
そ
の
後
は
降
雨
を
中
心
に
管
理
し
ま

す
。
た
だ
し
、
雨
が
少
な
く
、
乾
燥
が
続

く
場
合
は
適
宜
水
や
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
は
、
開
花

期
間
が
長
い
た
め
、
定
期
的
な
追
肥
が
効

果
的
で
す
。
緩
効
性
肥
料
や
草
花
用
肥
料

を
使
用
す
る
と
、
花
付
き
や
葉
色
を
良
好

に
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
手
入
れ

花
を
長
く
楽
し
む
に
は
、
咲
き
終
わ
っ

た
花
を
こ
ま
め
に
取
り
除
く
「
花
が
ら
摘

み
」
が
重
要
で
す
。
種
子
の
形
成
に
使
用

さ
れ
る
養
分
が
新
た
な
花
の
生
育
に
回
る

た
め
、
次
々
と
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

３
．
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
情
報

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
×
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

２
０
２
７

（
２
０
２
７
年
国
際
園
芸
博
覧
会
）
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
２
０
２
７

令和８年度令和８年度  農業複式簿記入門講座農業複式簿記入門講座  を開催します。を開催します。
■日　時 【第１回】11/10（火）　【第２回】11/24（火）　【第３回】12/ 1（火）

【第４回】12/ 8（火）　【第５回】12/22（火）　【第６回】 1/12（火）
【第７回】 1/26（火）　全日程  13:30 ～ 16:00　全７回の連続講座

■会　場 群馬県高崎合同庁舎 （高崎市台町４－３）302会議室
■対象者 西部農業事務所管内の農業者
■参加費 無料
■定　員 20名
■持ち物 ボールペン、マーカー、電卓、ホチキス
■講　師 西部農業事務所　担い手・園芸課職員

右の二次元コードから
10月16日（金）までに
お申し込みください。
☎027-321-3600
担当　有本
※受講決定者には、10月末までにe-mail
　にて決定通知をお送りいたします。

二次元コード
国際園芸博覧会公式
ウェブサイト
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JAでは今年も下記の日程で健康診断を実施します。
完全予約制なので、受診を希望される方は事前にお申込みください。

令和8 年 健診日程 会  場 ご予約方法 

 
ＪＡはぐくみ

西部営農センター 

ＪＡはぐくみ
みさとホール

●西部営農センター：☎027-374-0256 　●東部営農センター：☎027-371-2235

 

10月26日(月) 

11月26日(木)

（住所：高崎市上里見町360-1）

（住所：高崎市箕郷町矢原406-13）

10/23（金）までに
電話にてお申込みください。
JA群馬厚生連 ☎027-230-5511

10/30（金）までに
下記窓口に申込書を提出ください。
JAはぐくみ 東部営農センター

【健診内容】― 希望項目だけでもお申込みできます ―

♦一般健診（特定健診など） ※高崎市の受診券が使用できます。
♦ 心電図検査 ♦眼底検査 ♦腹部エコー検査 ♦大腸がん検査
♦ 前立腺がん検診：50歳以上の男性対象 ♦血圧脈波検査 ♦胃がんリスク（ABC）検診
♦ 腫瘍マーカー（CEA・CA19-9・AFP）検査 ♦頚動脈エコー検査：今年度40～ 80歳の５歳刻みの方

お問い合わせ先

と には、厚生連の助成制度があります。大腸がん検査一般健診又は腹部エコー
（健診をお申込みされた方へ、後日  申請書  を郵送します。）

ＪＡ健診実施のお知らせ

料
理
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
て
い
た

娘
が
「
タ
マ
ネ
ギ
っ
て
土
の
中
で
育
つ
か

ら
根
っ
こ
か
な
？ 

で
も
切
っ
て
み
る
と

根
っ
こ
に
は
見
え
な
い
ね
」
と
疑
問
を
持

ち
ま
し
た
。
身
近
な
野
菜
で
も
ど
の
部
分

を
食
べ
て
い
る
の
か
意
外
と
知
ら
な
い
も

の
で
す
。

野
菜
の
食
べ
る
部
位
を
調
べ
て
み
ま
し

た
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
レ
タ
ス
、
キ
ャ
ベ

ツ
な
ど
は
葉
を
食
べ
る
葉
菜
類
、
サ
ツ
マ

イ
モ
や
ダ
イ
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
は
根

を
食
べ
る
根
菜
類
、
夏
野
菜
に
多
い
ト
マ

ト
や
ピ
ー
マ
ン
、
ナ
ス
な
ど
は
実
を
食
べ

る
果
菜
類
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
レ
ン
コ
ン
、

ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
は
茎
を
食
べ
る

茎
菜
（
け
い
さ
い
）
類
、
そ
し
て
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
や
ミ
ョ
ウ
ガ
な
ど
の
花
の
つ
ぼ
み

を
食
べ
る
花
菜
類
で
す
。

同
じ
芋
類
で
も
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は
根
を

食
べ
る
け
れ
ど
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
茎
を
食

べ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
娘
は
と
て
も
驚

い
て
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
娘
が
疑
問
に
思
っ
た
タ
マ

ネ
ギ
は
土
の
中
で
育
つ
根
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
「
り
ん
茎
」
と

呼
ば
れ
る
葉
が
栄
養
を
蓄
え
厚
く
な
っ
た

部
分
で
す
。
畑
で
も
成
長
と
と
も
に
ほ
と

ん
ど
が
地
上
に
出
て
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
レ
タ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
と
同
様
に
葉
菜

類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

こ
の
、
ど
こ
の
部
位
を
食
べ
て
い
る
か

に
よ
っ
て
栄
養
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
同
じ
野
菜
で
も
、
主
に
光
合
成

を
行
う
葉
の
部
分
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
根
の
部
分
は
で
ん

ぷ
ん
質
が
多
く
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
多
く
含

ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
体
を
温
め
る
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
根
で
あ
る

サ
ツ
マ
イ
モ
と
茎
で
あ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

比
べ
て
み
る
と
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
方
が
ビ

タ
ミ
ン
Ｅ
、
食
物
繊
維
が
多
く
含
ま
れ
て

い
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

果
菜
類
は
水
分
量
が
多
く
体
を
冷
や
し

ま
す
。
ト
マ
ト
や
ナ
ス
な
ど
の
色
素
成
分

に
は
、
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
も
の
が
多
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
一
緒
に
野
菜
の
部
位
を
選
ん

で
使
っ
て
み
る
と
、
楽
し
く
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
が
完
成
し
そ
う
で
す
。

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
●
岡
村　

麻
純

野
菜
の
ど
こ
を
食
べ
て
い
る
の
？

私
の
食
育
日
記
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「軽油車両に灯油(重油)を使っている」「軽油と灯油(重油)を混ぜて
使用している」など不正軽油の情報をお寄せください。

群馬県不正軽油110番　027-231-2801
(群馬県前橋行政県税事務所)

不正軽油の情報をお寄せください
NO!NO!

お得に年金受け取りができる！お得に年金受け取りができる！

どなたでもお気軽にご来店・ご相談ください。

高崎市倉渕町三ノ倉303 TEL:027-378-3407

年金無料相談会のご案内年金無料相談会のご案内

12月5日（土） 倉渕支店

開催時間 9：00～11：30

屋外で稲わらを焼却する行為は、多量の煙が発生するため、視界を遮り交通安全の
妨げになるほか、近隣の住宅では換気が困難になることや、洗濯物への臭いやすすの
付着など、生活環境の悪化を招くおそれがあります。また、夜間に焼却することは、
近隣住民の睡眠の妨げになるほか、延焼などの懸
念があるため大変危険です。稲わらの処理について
は、焼却せずにほ場にすき込むことや、飼料・家畜
敷料として活用するなど、農業者の皆さんのご協力
をお願いします。

●お問い合わせ先
　屋外焼却に関するお問い合わせ
　高崎市環境部環境政策課　☎027-321-1251

「稲わらは燃やさずに資源活用しましょう」
組合員の皆さまへ

9 JAはぐくみ



田中善信・二階堂慎法律事務所より顧問弁護士を
お迎えして法律全般についてご相談にお答えします。

無料法律相談

相談は予約制ですので、前日までに各支店窓口へお申し込み下さい。
当日は午後２時からの開始で、申込順に順次ご案内致します。

※中止の場合はホームページにてお知らせします。

開催日 会場

JAはぐくみ
本店会議室

みなさんの
お悩みの
手 助 けに

19（木）・

10月号
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●組合員数	 6,955人
　（うち准組合員	 3,455人）
●出資金	 9億9,584万円
●貯金総額	 520億5,593万円
●貸出金総額	 70億4,569万円
●長期共済保有額	 1,455億3,029万円
●農産物販売総額	 15億6,424万円
●購買品供給総額	 7億2,173万円

青果物受付の休日カレンダー

８月末現在

℡360-8080はるな葬祭センター（ふれあい倶楽部）

JAはぐくみ
葬祭センター

ゴ ク ヨ ー

0120-64-5940

の時は、おまかせ下さい。

●ＪＡ全農ぐんま

　病院からのお迎え・ご葬儀の準備・終了までご連絡いただければ、
速やかに手配・お手伝いさせていただきます。
　ご喪家の立場に立ってご予算に応じて厳粛なご葬儀が行えます。

事前相談
受 付 中

●株式会社プリエッセ ●有限会社えぼし葬祭

JA全農ぐんま
提携業者 ●櫻井式典有限会社

11 12 17（木）

JA・JA全農ぐんま主　催 お問い合わせ JA全農ぐんま　農業機械課　TEL.027(220)2312

実演会＆講習会
イベント情報
もりだくさん

肥料・農薬
保温資材
各種営農情報

無料
最
新
情
報
は
コ
チ
ラ

同時
開催

最
新
情
報
は
コ
チ
ラ

資材展示会

アグリマシ
ンフェア2

026

農業所得
の増大と

農業生産
の拡大を

通じて

地域の活
性化に寄

与する。第48回

12.5
2026

土

農業機械
大展示即

売会

会場：JAビ
ル総合セ

ンター特設
会場

AM9:00～
PM3:00

雨天決行

.6日


